
末などを活用したICT教育、さらには小・中学校９年間
を見通した教育課程により、いわゆる中１ギャップの解
消や学力向上を目指す小中一貫教育を推進してきまし
た。また、子どもの健康や体力向上に向けた取組として、
骨格形成の重要な時期である小学校期において、深爪や
巻き爪、さらには膝下の筋力を反映する足

そく

指
し

力
りょく

など、足
の状態を丁寧に確認しながら、正しい爪の切り方や子ど
もの成長に合わせた靴の選び方につなげる「足部機能・骨
格発達支援事業」や、民間のプール施設を活用した水泳
専門のインストラクターによる水泳授業の充実などにも
力を入れています。
　令和４年度はさらに深化していきます。小中一貫教育
についてはさらなる推進に向けて、市内全小学校の高学
年に教科担任制を導入するとともに、中学校においても、
放課後や長期休業中の学習支援として、近隣の高校生や
大学生を支援員に迎えた「ベーシックサポート事業」を実
施し、少し年上の身近な先輩から勉強を教わりながら、
高校の学校生活や大学のキャンパスライフに興味を持つ
ことで、進学に向けた目標をより具体化し、学習意欲の
向上につなげる取組も展開していきます。また、「足部
機能・骨格発達支援事業」や民間事業者と連携した水泳授
業は市内全小学校に拡充することで、志木っ子みんなが
健やかに成長できる環境を一層充実させていきます。　
令和２年から続くコロナ禍の影響により、子どもたちを

取り巻く環境も大きく変化しました。子どもたちの元気は
志木市の元気！志木っ子たち一人ひとりが夢と希望を抱
き、その実現に向けて挑戦していくことができるよう、こ
れからも未来を支える志木っ子を応援していきます。

　志木っ子みんなの成長を頼もしく感じる入学シーズ
ン。この時期、ランドセルを誇らしげに背負う小学生の
姿や、少し大人びた表情になった中学生の制服姿は、私
にも元気を与えてくれます。
　新年度、本市の小・中学校では、小学生およそ700人、
中学生およそ600人、合わせて1,300人が新たに入学式を
迎えます。全国的に少子化が課題となる中、本市の近年
の入学者数に目を向けますと、直近５年間の推移では減
少傾向は見られていません。引き続き、今後の少子化を
見据え、子育て家庭をはじめとする市民の皆さまに「志
木市で子どもを育て続けたい、住み続けたい」と思って
いただけるよう、さまざまな子育て施策に取り組んでい
きます。
　特に教育施策については、これまで、志木っ子たちが
これからの時代を創り、未来をたくましく生き抜く力を
育成していくために、個々の学習状況に柔軟に対応した
授業を民間の教育事業者と連携して行う「複数・少人数指
導体制推進事業～スマート・クラス～」や、タブレット端

以心伝心

以心伝心

志木市長

第 19回　尾張家鷹場

　軍事訓練と民情視察を兼ねて徳川家康は鷹
たか

狩りを好みまし
たが、自らも鷹狩りが好きで志木方面にも度々来たらしい三
代将軍家光は、御三家に対しても寛永10年（1633）に江戸の近
郊に鷹場（鷹狩場）を与え、尾張家には荒川右岸の志木地区を
含む江戸西北部を与えました。
　その範囲は時代により多少の変動がありますが、最終的に
は北は川越、南は府中、西は羽村近辺までの広大な地域でし
た。この鷹場は、五代将軍綱吉の生類憐みの令により、一時
廃止されますが、八代将軍吉宗の時、享保2年（1717）に復活し、
その後幕末まで続きました。
　鷹場の村々は一方で代官（天領の場合）・旗本・諸大名の支配
下にありながら、鷹場としては尾張家の支配を受けるという
二重支配構造の下に苦しみました。
　すなわち、一方で年貢を納め、さまざまの労役に服しなが
ら、他方で鷹狩りの時は、人足としての仕事から道や橋の修理・
架橋など各種労役に服することや、見回りの役人の送迎・接待、
荷物の運搬、鷹場境杭の立て替え・管理、鷹の餌になるオケ
ラやイナゴなどの供出、獲物を驚かせないようにとカカシや
水車の無許可での新設を禁じられたり、大声を出したり手を
叩くことを禁じられたり、日常生活にまで負担制限が加えら
れました。

連
載

▲尾張家鷹場の境杭（宝幢寺境内）。
元は別の場所にあったが、宝幢
寺境内に移転された
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志木っ子の未来を後押し


